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グローバルサイエンスキャンパス（GSC） 

令和 2 年度全国受講生研究発表会 審査の方法について 

 

※主な更新部分に下線を引いております。 

 

１．事業趣旨 

GSC は、将来グローバルに活躍しうる次世代の傑出した科学技術人材を育成するため、

地域で卓越した意欲・能力を有する生徒の幅広い発掘と、選抜者の年間を通じた高度で実

践的な育成を行い、将来有為な国際的科学技術人材として必要な能力を獲得させ、その意

欲、能力を更に伸ばしていくことを目的とする。 

 

２．採択機関（GSC「情報科学の達人」育成官民協働プログラムを含む） 

平成 29 年度：静岡大学、神戸大学 

平成 30 年度：東北大学、東京農工大学、慶應義塾大学、愛媛大学、九州大学、琉球大学 

平成 31 年度：宇都宮大学、東京大学、広島大学、国立情報学研究所 

令和２年度 ：千葉大学、金沢大学 

 

３．事業の企画実施期間、JST からの支出費用 

事業の企画実施期間は最大 4 年間、1 機関あたり年間 2,500 万円～3,000 万円程度を支出

する。 

 

４．GSC 推進委員会 (本発表会においては審査委員会) 

委員長   大路 樹生  名古屋大学博物館 教授 

副委員長  隅田 学   愛媛大学教育学部 教授 

      伊藤 哲史  京都大学大学院理学研究科 准教授 

瓜谷 輝之  株式会社日本ヒューレットパッカード経営企画本部 

             政府・公共渉外 統括部長 

      大倉 典子  芝浦工業大学 SIT 総合研究所 特任教授 

      西嶋 美保子 アドビ株式会社法務・政策渉外本部 

             政策渉外担当シニアマネージャー 

      西本 昌司  名古屋市科学館 主任学芸員 

      野村 和弘  学校法人河原学園 未来高等学校 校長 

      福田 公子  東京都立大学理学研究科 准教授 

（令和 2 年 9 月 23 日時点） 
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5．参加機関：１８機関 

・「２．採択機関」に記載の 14 機関 

・過去に採択された機関で参加を希望した 4 機関（大阪大学、筑波大学、北海道大学、 

埼玉大学） 

※上記参加機関は全て審査・表彰の対象です。 

 

6．審査員 

一次審査では、各実施機関より審査員を 3 名程度選出し、審査委員会と協働して一次審

査を行う。ただし、審査員と利害関係にある機関（または受講生）の審査は行わない。 

なお、二次審査は審査委員会のみで審査、各賞の選定を行う。 

 

7．表彰 

優れた成績を収めた受講生に対し、文部科学大臣賞、科学技術振興機構理事長賞、審査委

員長特別賞および優秀賞を授与する。 

（いずれの賞も共同研究者がいる場合は、共同研究者にも授与される。） 

 

・文部科学大臣賞 

研究内容、口頭発表に鑑み、最も優れた成績を収めた受講生に授与される。（1 件） 

 

・科学技術振興機構理事長賞 

研究内容が科学技術の発展に寄与するものであるとともに、研究への取組や口頭発表

におけるプレゼンテーションに工夫や努力が認められる、特に優れた成績を収めた受

講生に授与される。（1 件） 

 

・審査委員長特別賞 

GSC 事業趣旨に鑑み、審査委員長の判断に基づき、優れた研究成果・成績を収めた受

講生に授与される。 （1～2 件程度） 

 

・優秀賞 

研究内容、プレゼンテーションに鑑み、優れた成績を収めた受講生に授与される。（6 件

程度） 
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8. 審査方法 

◆一次審査：令和 2 年 10 月 23 日（金）14:00 ～30 日（金）17:00 

 

・審査委員会および審査員によって審査を行い、二次審査対象者を選定する。 

・研究発表件数は、1 機関あたり 3 件以内とする。 

・各受講生が準備した 10分間の口頭発表動画を、YouTubeにGSC関係者間に限り公開し、

各自で所有する PC やスマートフォン等から視聴し、審査や YouTube のコメント機能を

用いた意見交換を行う。 

・実施機関名、テーマ、動画 URL、研究成果の要約（PDF）等の一覧表を Web 上に掲載し、

審査員および参加者（GSC 受講生、教員等）に限り公開する。なお、エントリーシート、

審査要領、評価表は審査員にのみ別途送付する。 

・プレゼンテーション資料は英語で作成する。ただし、発表および質疑応答に用いる言語は

日本語または英語（任意）とする。 

・審査割り当てについては、専門分野や希望等を考慮のうえ事務局にて決定する。 

・審査員は、研究発表動画（質疑応答含む）、エントリーシート、研究成果の要約の内容を

もとに、審査要領に沿って審査を行う。 

・発表に対する質疑応答は、YouTube のコメント機能を用いる。審査員からの質問に対し

ては優先的に回答するよう発表者には通知予定。 

・各発表に対して 5 名程度の審査員が独立に研究内容および発表内容について審査し、各

審査員は評価シート（参考２）の評価項目欄に要素点を記入する。要素点は以下に示す 5

段階で行う。 

 

（要素点） 

５ ：優れて達成している 

４ ：やや優れて達成している 

３ ：概ね達成している 

２ ：やや達成が不十分 

１  :全く達成できていない 

 

・各評価項目欄に記入された要素点の合計をもって、当該研究発表の得点とする。各審査員

が独立に審査した得点の平均点をもって当該研究発表の審査基準点とする。 

・審査委員会は、原則として審査基準点が 3.0 以上を満たす得点の高いものについて合議の

うえ、10 件程度の二次審査対象者を選定する。 

・二次審査対象者は、令和 2 年 11 月 6 日（金）に発表する。 
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◆二次審査：令和 2 年 11 月 15 日（日）10:10～14:30 ※休憩含む 

 

・審査委員会によって審査・合議を行い、二次審査対象者から各賞の選定を行う 

・運営本部とサテライト会場（各実施機関が用意する会議室等）を中継でつなぎ、オンライ

ンによる口頭発表・質疑応答等を実施する。一次審査通過者および参加者は、原則、サテ

ライト会場に集合して二次審査等に参加する。なお、サテライト会場からの参加ができな

い場合は、各参加者が自宅等から個別に参加する。 

・発表時間は 10 分間、質疑応答は 5 分間とする。発表および質疑応答に用いる言語は日本

語または英語（任意）とする。 

・口頭発表および質疑応答は Zoom 等にてライブ配信する。詳細は別途連絡する。 

 

以上 
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